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新春のご挨拶

一般社団法人　青森県産業資源循環協会　　　　

　　会長　　天内　修　　

　皆様、明けましておめでとうございます。

　皆様には例年とは違う新年をお迎えのことと思います。

　昨年は、世界的な新型コロナウイルスに始まり、感染拡大の終息は未だ見通せない状況で

す。経済活動の停滞は、社会、経済活動に大きな影響を与えているところです。会員の皆様

においても、大きな影響を受けているのではないかと危惧しているところであります。当協

会の事業も、総会の少人数開催を初め、４０周年記念事業、新年会や各種研修会を中止せざ

るを得ない状況となり、会員の皆様にはご迷惑をおかけしました。一日も早い新型コロナウ

イルス感染症の終息と普段の生活に戻ることができるよう願うところです。

　また、昨年は協会設立４０周年の年でありましたが、任意団体としての発足及び法人化そ

して協会の発展に多大なる尽力をされた初代会長竹谷昌徳氏が逝去された年でもありまし

た。氏のご冥福をお祈りするとともにその遺志を引き継いでいくことが私たちの責務と決意

するところです。

　当協会は、これまで法令遵守、適正処理のための情報提供及び指導、組織の強化に力を入

れ、成果を上げてきました。協会設立４０年を経て、協会及び産業廃棄物処理業界は大きな

転換期を迎えていると言えます。この転換期のキーワードとなるのが、循環型社会と低炭素

社会です。産業廃棄物処理にかかわる者には、産業廃棄物の適正処理を大前提としつつ、循

環型社会・低炭素社会の構築に向けた資源循環を基調とする社会経済システムの形成の一翼

を担うことが求められております。今後は、当協会のさらなるイメージアップと時代のニー

ズに応えていくことが重要課題であり、会員の皆様とともにこの課題に取り組んでいきたい

と考えています。

　協会としては「地域社会と県民から信頼される青森県産業資源循環協会」という理念を

しっかりと継承しつつ、会員の皆様のご支援とご協力を頂戴しながら、諸課題に取り組んで

参りたいと考えております。どうか本年もよろしくお願い申し上げます。

　結びに、新たな年が会員の皆さまとご家族様にとりまして慶びの多き年でありますよう祈

念申し上げ、新年のご挨拶といたします。
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協会ニュース

　宮腰浩一氏（株式会社片山組代表取締役専務）が、令和２年度循環型社会形成推進功労者

等環境大臣表彰（産業廃棄物関連事業功労）を受賞されました。

　宮腰氏は、株式会社片山組が平成８年に産業廃棄物処理業の許可を取得して以来、産業廃

棄物処理業務に従事し、その間、マニフェストの普及や廃棄物の適正処理のための啓発を

行ってこられました。

　また、中弘南黒支部会員として不法投棄監視パトロールや不法投棄防止撤去推進キャン

ペーンの実施に当たっては積極的に参加し、自社従業員の派遣や運搬車両、重機等の提供に

積極的に協力されるなど、県民の環境保護意識の高揚のために尽力されました。

　菊池秋彦氏（菊池トラック株式会社代表取締役）が、令和２年度青森県循環型社会形成推

進功労者等表彰（廃棄物関係事業功労者）を受賞されました。表彰式は、令和３年１月２２

日、青森県庁内において開催され、同表彰は、菊池氏を含め４団体及び２人の方が受賞され

ました。

　菊池氏は、昭和５９年に菊池建材に入社、昭和６２年には、菊池トラック株式会社に組織

変更し、同社が平成６年に産業廃棄物処理業の許可を取得して以来、廃棄物処理業務に従事

され、平成２３年には下北支部の支部長として就任しました。その間、マニフェストの普及

や廃棄物の適正処理のための啓発を行ってきました。また、不法投棄監視パトロールや不法

投棄防止撤去推進キャンペーンの実施に当たっては積極的に参加し、自社従業員の派遣や運

搬車両、重機等の提供に積極的に協力されるなど、県民の環境保護の高揚のために尽力され

ました。

　なお、「もったいない・あおもり賞」には、株式会社白川建設様、また「スマートムーブ

通勤アワード」には、有限会社ループ様が受賞されました。

◆　宮腰浩一氏が環境大臣表彰を受賞

◆　菊池秋彦氏が青森県知事表彰を受賞
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◆　管理者研修会の開催
　協会会員企業の役員、管理・監督者を対象として、次のとおり開催しました。

１　開 催 日　令和3年1月27日（水）

２　開催場所　青森市　ウェディングプラザアラスカ

３　講　　師　青森県環境保全課　主幹　神　毅統　氏

４　テ ー マ　建設汚泥処理物等の有価物該当性に関する取扱いについて

５　受 講 者　約50人

　神講師から、資料を使って次の内容で講演していただきました。

　・建設汚泥に係る主な通知

　�・建設汚泥処理物等の有価物該当性の判断基準として、物の性状や取引価値の有無等の判

断要素の基準を満たし、かつ仕様書等で計画的に利用されることが確実であると客観的に

確認できることとしている。

　�・情報提供として、押印を求める手続の見直し等の省令改正について申請書やマニフェス

ト、契約書に係る押印の取扱いについて説明。

　※�　当日の資料の一部は協会ホームページの「活動報告」中の「セミナー・研修会」に掲

載しています。

受講の様子神 講師
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◆　令和２年度下半期理事会報告

　第４回理事会
１　開 催 日　令和２年９月１７日（水）
２　開催場所　青森市　ウェディングプラザアラスカ
３　議　　事
　（１）新規加入会員の承認について
　　　　福興産業株式会社が、新規会員として承認されました。
　（２）理事会の開催について(案)
　（３）理事等候補者選考委員会の廃止について(案)
　（４）第５回理事会（１１月理事会）の開催日程について

４　報告事項
　（１）令和２年度上半期業務執行状況報告について
　（２）行政座談会の開催方法について
　（３）政治連盟への入会について
　（４）４０周年記念新聞広告について
　（５）女性部会の入会状況等について
　（６）青森３Ｒサッカー大会の実施結果について
　（７）火災で発生した廃棄物について

　第５回理事会
１　開 催 日　令和３年１月２７日（水）
２　開催場所　青森市　ウェディングプラザアラスカ
３　議　　事
　（１）新規加入会員の承認について
　　　　東邦開発土木株式会社、株式会社エコブリッジが、新規会員として承認されました。
　（２）令和３年度第１回理事会、令和３年度通常総会の開催日程について
　（３）令和３年度役員改選に伴う理事の支部割当数について
　（４）大規模災害時における災害廃棄物の処理等に関する協定書の改定について
　（５）委員会及び部会の見直しについて(案)
４　報告事項
　（１）令和２年度業務執行状況報告について
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◆　令和２年度支部長・支部事務局担当者会議の開催

１　開 催 日　令和２年１２月１７日（木）
２　開催場所　青森市　ウェディングプラザアラスカ
３　議　　事
　（１）令和２年度今後の支部実施事業について
　（２）令和３年度支部実施事業計画(案)について
　（３）令和３年度環境産業連絡会への事務委託費について
　（４）令和３年度支部実施事業予算(案)について

４　報告事項
　（１）役員（理事）改選手続き・スケジュールについて
　（２）協会と環境産業連絡会との委託契約事務
　（３）支部担当事務ローテーション

◆　総務企画委員会の開催

１　開 催 日　令和３年１月２７日（水）
２　開催場所　青森市　ウェディングプラザアラスカ
３　議　　事
　（１）令和３年度事業計画(案)について
　（２）令和３年度収支予算(案)について
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　支部だより

　不法投棄防止のための監視と併せ、実際に不法投棄が行われている現場を早期に発見把握
するため、当協会各支部ごとに関係機関と連携を図りながら、不法投棄が行われるおそれの
ある地域に対して監視パトロール活動を実施しました。

支部名 実施日 パトロール実施地域
中弘南黒支部
支部参加人数２４名 9月１６日（水） ・平川市

　※他支部は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

◆　解体工事現場パトロールに参加
　�　当協会支部は、青森県等が解体工事現場に対して実施する「建設リサイクル法に関する
一斉パトロール」に参加し、解体廃棄物の適正処理について普及啓発を行っています。
　【秋期】

東 青 支 部

【青森県主催】
　・実 施 日　令和２年10月１２日（月）
　・実 施 場 所　今別町
　・支部参加人数　3名
【青森市主催】
　・実 施 日　令和２年10月22日（木）
　・実 施 場 所　青森市（三内、問屋町、筒井ほか）
　・支部参加人数　2名

西 北 五 支 部
【青森県主催】
　・実 施 日　令和２年10月7日（水）
　・実 施 場 所　五所川原市、つがる市、鶴田町
　・支部参加人数　2名

三 八 支 部
【青森県主催】
　・実 施 日　令和２年10月30日（金）
　・実 施 場 所　五戸町、南部町
　・支部参加人数　3名

上 十 三 支 部
【青森県主催】
　・実 施 日　令和２年10月28日（水）
　・実 施 場 所　十和田市、三沢市、おいらせ町
　・支部参加人数　3名

下 北 支 部
【青森県主催】
　・実 施 日　令和２年10月22日（木）
　・実 施 場 所　むつ市
　・支部参加人数　3名

　※中弘南黒支部は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

◆　支部実務担当者研修会の開催
　上十三支部
　　〇　開 催 日　令和2年11月17日（火）
　　〇　開催場所　サン・ロイヤルとわだ
　　〇　出席者数　24名
　　〇　テーマ及び講師
　　　　テ ー マ　①安全衛生規程作成支援ツールについて
　　　　　　　　　②欠格要件について
　　　　講　　師　（一社）青森県産業資源循環協会　事務局長　中嶋　栄介
　　　　テ ー マ　「労働安全保険について」
　　　　講　　師　一般財団法人あんしん財団　甲斐　裕樹　氏
　　※他支部は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

◆　不法投棄防止監視パトロールの実施
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　あおもり循環型社会推進協議会から当協会に対する依頼事業として、協会関係支部と各地

域県民局環境管理部、関係市町村及び地域住民との協働により、下記のとおり実施しまし

た。なお、平川市碇ヶ関三笠山地区でも実施予定でしたが、新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため中止となりました。

　【西北五支部】
　　実 施 日　令和２年１０月９日（金）
　　実 施 場 所　五所川原市飯詰地区
　　廃棄物の種類　廃タイヤ、一般廃棄物
　　処 理 量　4.06トン
　　参 加 人 数　県環境保全課職員3人、中南地域県民局環境管理部職員3人、
　　　　　　　　　五所川原市職員3人、五所川原市飯詰地区住民5人、
　　　　　　　　　支部会員10人、協会本部職員1人
　　　　　　　　　合計25人

　あおもり循環型社会推進協議会だより

◆　不法投棄防止撤去推進キャンペーンの実施

不法投棄廃棄物開会セレモニー

積込作業 看板設置
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　このセミナーは、資源の循環的な利用と廃棄物の減量を促進するとともに、県内のリサイ
クル産業の育成を図るため、資源循環産業の現状と展望等に関する情報を提供する趣旨で、
青森県（環境生活部環境政策課）とあおもり循環型社会推進協議会の共催により開催してい
るものです。
　１　開 催 日：令和2年11月19日（木）
　２　開催場所：青森市　ウェディングプラザアラスカ
　３　講　　師：一般財団法人日本環境衛生センター
　　　　　　　　研修事業・SDGs担当事業推進役　鈴木　弘幸　氏
　４　テ ー マ：これからの資源循環・廃棄物処理の課題について
　前半の講演会では鈴木講師から、
　・SDGsとは？
　・地域で取組むSDGsのカタチ
　・プラスチック資源循環
　などについて講演していただきました。
　また、後半のディスカッションでは、行政・排出事業者・廃棄物処理業者の方々から
　資源循環の促進を図る取組や課題等について意見交換しました。

◆　「リサイクル産業支援セミナー」の開催

会場の様子鈴木講師

ディスカッション風景 ディスカッション〈天内会長〉
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　お役立ち情報・気になる情報

◆　新型コロナウイルス感染症の感染予防と対策について
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※県民だより　あおもり２月号掲載
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◆　安全衛生教育促進運動について
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◆　労働災害事例

〈事例１〉メタノールが貯蔵されていた廃ドラム缶の切断作業中に爆発

発 生 状 況
　作業者Ａは、電子機器を製造する工場で廃棄物焼却施設の運転管理を担当しており、通常
の業務は、焼却炉内でダイオキシン類等の有害物が発生しないように廃棄物焼却炉の焼却温
度を800℃に維持管理することであった。
 　災害発生当日、焼却炉の温度が所定の温度で安定したことから、Ａは廃ドラム缶を半分に
切断して廃棄物容器を作ることにした。Ａは、廃ドラム缶置き場から、廃ドラム缶１個を自
分の作業場所に運んできて、可搬式電動グラインダーを用いて半分に切断しようとしたとこ
ろ、ドラム缶が爆発して発生した炎により火傷を負った。
 　このドラム缶には以前メタノールが貯蔵されていて、内部には少量のメタノールが残留し
ており、これが蒸発してドラム缶内に滞留していた。

原 因
　この爆発災害の直接の原因は、メタノールが残留していた廃ドラム缶を作業者が可搬式グ
ラインダーで切断したため、発生した火花が着火源となって発生したものであるが、このよ
うな状況を引き起こした間接的な原因として、次のようなことが考えられる。 
１�　廃ドラム缶の切断作業について、作業を禁止することも含め作業指示を明確に行わな
かったこと
　�　Ａは、たびたび廃ドラム缶を切断し、廃棄物容器を製作していたが、事業場ではこの作
業を禁止することも含め作業指示を明確にしていなかった。 
２�　ドラム缶の廃棄に関する規程を定めていなかったこと
　�　事業場では、ドラム缶の廃棄に関する規程を定めていなかったため、危険有害物が残留
するドラム缶が廃棄されていた。また、廃ドラム缶置場の管理者を指名していなかった。
このため、危険有害物を含む廃ドラム缶の再利用が黙認されていた。 
３�　爆発や火災のおそれがある危険な作業について調査を行ったことはなく、また爆発や火
災の防止対策について検討していなかったこと 

対 策
１�　廃ドラム缶の切断作業について、作業者に明確に指示すること
　�　廃ドラム缶の切断作業について、禁止するか否かを十分に検討し、作業者全員に徹底す
る。
　�　作業者に廃ドラム缶の切断作業を行わせる場合は、メタノール等の危険有害物を以前貯
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蔵していた廃ドラム缶については、内部を完全に洗浄した後でなければ、溶接、溶断、切
断等、火気を伴ったり火花を発生したりする作業を行ってはならないこととし、その旨を
事業場の規程として文書化するとともに作業者に徹底する。 
２�　ドラム缶の廃棄に関する規程を定めて文書化すること
　�　使用済みの廃ドラム缶については、そこに貯蔵されていた原材料の危険性または有害性
に応じた適切な方法によって完全に洗浄した上で、廃ドラム缶置場に出すことを定めて文
書化し、作業者全員に徹底する。
　�　また、廃ドラム缶置場の管理者を指名し、廃棄されたドラム缶の数や貯蔵されていた内
容物、廃棄した部署等を把握することも必要である。 
３�　安全衛生委員会等で爆発や火災のおそれがある危険な作業について調査を行い、災害防
止対策を定めるとともに、労働者に周知すること 
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〈事例２�〉タンクローリー内に入れた産業廃棄物の汚泥の量を確認する作業中、タンク内に
滞留していたメタンガスが爆発

発 生 状 況
　タンクローリーは、通称10トン車と呼ばれるタンクの容量が6,700リットルのもので、産
業廃棄物処理場内で産業廃棄物を焼却処理する際に発生する汚泥状の焼却灰の一時仮置きと
して使用していた。 
　焼却処理する産業廃棄物は医療系産業廃棄物および一般産業廃棄物であり、一次燃焼室で
焼却した灰混じりの高温の燃焼ガスを熱交換器により冷却していた。この冷却の際に熱交換
器から漏れた冷却水が熱交換器下の灰出口に流れ込み、灰と混じり合って汚泥状となって溜
まる。そのため、溜まった汚泥を定期的にタンクローリーに吸い込み一時的に仮置きしてい
た。 
　災害が発生した日、被災者は、タンクローリー内の汚泥の量を確認するため、タンクの
ハッチを開けてタンク内部をのぞいたが周辺が夕暮れ時で薄暗くなっておりよく見えなかっ
たので、ライターに点火して内部をのぞこうとしたときタンク内に滞留していたメタンガス
に引火して爆発が起こり、吹き飛ばされて肺損傷による血気胸により死亡したものである。

原 因
１�　焼却した廃棄物の灰に含まれていた有機物の加水分解の促進により生成されたメタンガ
スがタンク内に滞留していたこと。 
　�　タンク内に入れられた灰混じりの汚泥は、2週間にわたってタンク内に仮置きされてお
り、日中タンク内は高温で嫌気性の状態にあった。 
２�　夕暮れ時の薄暗い構内で照明設備がなかったことから、可燃性ガスが滞留していたタン
クの内部をのぞく際に、照明代わりにハッチ部でライターを点火したこと。  
３�　タンクローリーのタンク内に長時間灰混じりの汚泥を仮置きすることによって、汚泥が
加水分解によりメタンガスが生成されるおそれがあることについての知識がなかったこ
と。  
４�　作業方法および手順についての作業手順書が作成されていなかったことから、作業員の
判断により作業が行われていたこと。  
５�　小規模企業であったことから、作業手順、作業に対する安全教育などを組織的に実施す
る安全衛生管理体制がなかったこと。 
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対 策
１�　汚泥が密閉されて長時間保存されたときに発生するメタンガスなどの可燃性ガスの発生
の機序、生成された可燃性ガスによる爆発の危険性およびその防止対策などについての安
全教育を実施すること。
２�　灰混じり汚泥の入ったタンクのハッチを開ける作業、タンク内の点検作業等で使用する
照明器具は防爆構造のものを使用するなど使用する器材、保護具、作業方法などを定めた
作業手順書を作成すること。
３�　汚泥の仮置きの時間の短縮など仮置き方法に関する改善、仮置き中に発生する危険有害
物を安全に除去する設備的な改善、危険有害ガスの検知および警報装置を備え付けるなど
の措置が必要であること。
４�　安全衛生推進者を選任し、その者に、施設、設備等の安全衛生点検、作業方法の点検、
安全衛生教育に関すること、異常な事態における応急措置に関すること、安全衛生情報の
収集などの業務を行わせること。
５�　安全衛生教育の実施、作業手順の作成、設備的な改善など安全衛生対策を進めるに際し
て、安全・衛生コンサルタントなど外部専門家を委嘱し、アドバイスを受けることが効果
的である。
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事務局からのお知らせ

◆�　出前相談員・講師の派遣
　協会では管理者研修会（本部）や実務担当者研修会（各支部）を開催していますが、業
務の都合等で研修会に参加できない会員も多いかと思います。
　許可申請事務、処理基準、行政の通達、契約事務、マニフェストの交付などについて、
個別に相談したい、従業員の勉強会を実施したい、という希望がある場合は、事務局の職
員を派遣します。相談内容によっては、事務局職員では対応が難しい場合もあるかと思い
ますが、希望する方は事務局までご相談ください。
　例えば、許可申請講習会の受講予定者で講習会前に勉強しておきたいという場合は、科
目を限定しての対応は可能です。

◆�　令和３年度「許可申請に関する講習会」等の開催について
　令和２年度同様にパソコンで講義動画を視聴して受講し、会場で試験を受ける２段階形
式の暫定講習会を開催します。

　令和３年度講習会の試験日程の公表及び申込み受付の開始予定は、以下のとおりです。

　・試験日程の公表：令和３年３月２３日（火）
　・申込受付開始：令和３年４月１日（木）

公益財団法人日本産業廃棄物処理振興センター（JWセンター）
ホームページ　https://www.jwnet.or.jp/workshop/index.html
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◆�　「会員名簿」記載事項変更届けのお願い
　◇　会員名簿記載事項等に変更があった場合の連絡（届出）方について
　　�　会員名簿に記載されている事業所名、代表者名等に変更があった場合には、「変更
届」の様式により協会事務局あてFAX等にてご連絡いただきますようお願い致します。

　◇　【協会事務局あてにご連絡いただきたい場合】
　　■　事業所の名称、代表者名、事業所所在地の変更があった場合
　　■　産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の許可内容に変更があった場合
　　■　新規に許可を取得した場合及び許可品自に変更があった場合
　　　※ この場合には、新しい許可証の写しを併せてお送り下さい。

『ご注意ください！！』
　代表者の変更等、廃棄物処理法施行規則に定める事項の変更があった場合には、
協会への連絡ばかりでなく、許可権者（許可を受けている行政機関）への届出が必
要です。
　行政機関への変更届けは、定められた様式により行うこととされていますので、
許可に係る行政機関のホームページ等でご確認下さい。

◆　新規入会会員の紹介
　�　下記の新規入会者が、理事会において承認されました。
【三八支部】

　○　会員区分　　正会員
　○　業務形態　　産業廃棄物収集運搬業
　○　住 所 等　　〒039-1161　八戸市河原木字浜名谷地76-4
　　　　　　　　　　　　　　　　☎　　0178-21-8817
　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　0178-21-8828

事業所・代表者名　　　福興産業株式会社青森支店（支店長　笠嶋　昭洋）

　○　会員区分　　正会員
　○　業務形態　　産業廃棄物収集運搬業
　○　住 所 等　　〒031-0003　八戸市吹上6-1-1
　　　　　　　　　　　　　　　　☎　　0178-44-6711
　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　0178-46-5175

事業所・代表者名　　　東邦開発土木株式会社（代表取締役　接待　重雄）

　○　会員区分　　正会員
　○　業務形態　　産業廃棄物収集運搬業
　○　住 所 等　　〒039-2241　八戸市大字市川町字下揚45-10
　　　　　　　　　　　　　　　　☎　　0178-38-6558
　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　0178-38-6571

事業所・代表者名　　　株式会社エコブリッジ（代表取締役　中里　明光）

【三八支部】

【三八支部】
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◆　ご活用ください！！「防災協定に関する証明書」・「社会貢献に
　　関する証明書」
　　　　～公共事業に係る経営事項審査の加点対象になります～

　○　「防災協定に関する証明書」について

　　�　当協会では、大規模災害時の廃棄物処理に関し、平成20年３月19日付けで青森県知事

との間で

　　　　大規模災害時における災害廃棄物の処理等に関する協定

　　を締結しております。

　　�　これにより、当協会の会員であり、災害応急活動等に従事する者であることが証明さ

れれば、公共工事に係る経営事項審査において加点対象となることができます。

　　�　会員の皆さまは、当協会に対する証明書発行依頼書の提出に基づいて協会が交付する

証明書により、この制度を活用することができます。

　○　「社会貢献に関する証明書」について

　　�　前記の証明書のほか、協会では平成24年11月以降、「社会貢献に関する証明書」の交

付事業も行っています。

　　�　この証明書は、当協会主催の「不法投棄防止のための監視パトロール事業」及び「あ

おもり循環型社会推進協議会」主催の「不法投棄防止撤去推進キャンペーン事業」（社

会貢献活動事業）に参加した会員の皆さまに対して、同証明書の発行依頼書の提出に基

づいて交付しているものです。

　　�　この証明書の交付を希望される場合には

　　　・�　協会主催で行う「不法投棄防止のための監視パトロール事業」に係る証明書の交

付依頼については「産業資源循環協会用様式」

　　　・�　あおもり循環型社会推進協議会の主催で行う「不法投棄防止撤去推進キャンペー

ン」に係る証明書の交付依頼については「循環協用様式」

　　�により、当協会事務局に提出して下さい（当協会は、循環協事務局を兼務しております）。

　上記二つの証明書の交付依頼様式及び記載要領は、当協会ホームページの「会員

専用ページ」に掲げていますのでご覧下さい。また、それぞれの書類様式は、ダウ

ンロードできますのでご活用下さい。

（一社） 青森県産業資源循環協会HP
http://www.aosanpaikyou.or.jp
（一社） 青森県産業資源循環協会HP

http://www.aosanpaikyou.or.jp
（一社） 青森県産業資源循環協会HP

http://www.aosanpaikyou.or.jp
（一社） 青森県産業資源循環協会HP

http://www.aosanpaikyou.or.jp

22



《マニフェスト・電子マニフェスト産業廃棄物送り状》 購入申込書 
 
FAX：０１７－７２１－３８３８ 
 
①産業廃棄物管理票       発行元：(公社)全国産業資源循環連合会 

マニフェストの種類・価格（税込） 数量 箱番号（※協会記入欄） 

産業廃棄物 
マニフェスト 

【直行用】 7 枚綴 

単票・手書き用 
１セット・100 部  2,600 円 ｾｯﾄ

連続票・パソコン用 
１ケース・500 部  13,000 円 ｹｰｽ

産業廃棄物 
マニフェスト   

【積替用】 8 枚綴 

単票・手書き用 
１セット・100 部  2,600 円 ｾｯﾄ

連続票・パソコン用 
１ケース・500 部  13,000 円 ｹｰｽ

 
②建設系廃棄物マニフェスト   発行元：建設六団体副産物対策協議会 

マニフェストの種類・価格（税込） 数量 箱番号（※協会記入欄） 

建設系廃棄物 
マニフェスト 

単票・手書き用 
１セット・100 部  2,500 円 ｾｯﾄ

連続票・パソコン用 
１ケース・500 部  12,500 円 ｹｰｽ

 
③電子マニフェスト産業廃棄物送り状 

販売単位・価格（税込） 数量 

電子マニフェスト送り状 【4 枚複写】 １セット・100 部  1,100 円 ｾｯﾄ

 
申 込 日 ： 令和   年   月   日 
 
郵便番号 ： 〒     －      
 
住  所                     
 
                         
 
会 社 名                     
 
代表者名                     
 
担当者名                     
 
電話番号                     
 
 

一般社団法人青森県産業資源循環協会 
〒030-0802 青森市本町 5-5-21 青森県農業共済会館 2F 

TEL 017-721-3911 ・ FAX 017-721-3838 

 
（R1.10.1） 

 
【振替払込請求書兼受領証貼付欄】 

 
※宅配を希望する場合の手順 

 
 ① 本紙に所定事項を記載する 
 ② 郵便局で代金を振り込む 
 ③ 受領証を貼付する 
 ④ 本紙を FAX する 
 ⑤ 送料は別途料金着払い 
 

【代金振込先】 
ゆうちょ銀行振替口座 

 

口座番号 02250-8-116923 
加入者名(一社)青森県産業資源循環協会

 
※振込手数料は、購入者負担でお願いし

ます。 
※マニフェストは原則、返品・交換いた

しませんので、注文の際は、ご注意く

ださい。 

23



地 球 は み ん な の 宝 物
・解体工事　・産業廃棄物処理業（再資源化、中間処理）　・産業廃棄物収集運搬業
・一般貨物自動車運送事業　・破砕施設（処理能力 木くず178.2トン)・焼却施設・切断施設
・一般廃棄物処理業（食物残渣に限る。）　・生ごみリサイクル、堆肥製造販売
すべてに安全を追求した
　　　信頼できるリサイクル （特許庁登録商標　大地の恋人　商願２００５―１１６８２８）

北砲興発株式会社
代表取締役　濱田恵一

本社・黒石工場　〒036-0514　青森県黒石市富田１４２番地
ＴＥＬ　0172（52）5847
ＦＡＸ　0172（53）5206

青 森 工 場　〒038-1324　青森県青森市浪岡大字吉内字杉の沢１―７５
食物残堆肥化工場

後 － 1



●総合建設業
●解体工事業
●産業廃棄物収集運搬及び処分業

後 － 2



環境技術株式会社

環境、社会は人と人との支えあい
人と自然の調和する豊かな社会を求めて！

　

〒039－1168  八戸市八太郎六丁目12番４号
☎0 1 7 8 － 2 0 － 2 6 6 6

代表取締役　倉　成　　　諭

http://www.kankyougijutsu.co.jp

ISO 14001・2015 取得
ISO 9001・2015 取得

・特　　定　　建　　設　　業
・解体工事業　・砕石杭地盤改良工事

後 － 3



一般区域貨物運送事業　産業廃棄物処理業　解体工事業

代表取締役　　菊　池　秋　彦
むつ市横迎町２－12－３　TEL （0175）23－0202㈹　FAX （0175）22－3693

菊池トラック㈱

■ 特定建設業　　■ 産業廃棄物処理業　　■ 一般運送業

後 － 4



後 － 5



取締役社長　橋　本　雄　二

株式会社新菱・八戸工場
環境事業課

後 － 6



後 － 7



『 広 告 掲 載 の お 願 い 』
「じゅんかんあおもり」の広告掲載を募集しています。貴社のＰＲにご利用下さい。
■　広 告 料　　Ａ４又はＡ４の１/２　掲載１回につき１万円
■　広告内容　　各社において自由にデザインし、レイアウトを作成

ご希望の方は、協会事務局までご一報下さい。

後 － 8



じゅんかんあおもり 第72号
令和３年２月発行
発　　　　　刊　　一般社団法人青森県産業資源循環協会
　　　　　　　　　〒030－0802
　　　　　　　　　青森市本町五丁目５－21
　　　　　　　　　青森県農業共済会館２Ｆ
　　　　　　　　　電話　017（721）3911
　　　　　　　　　FAX　017（721）3838
　　　　　　　　　ホームページ　http://www. aosanpaikyou. or . jp
　　　　　　　　　Ｅ メ ー ル　info@aosanpaikyou.or . jp
発　　行　　人　　天　内　　　修
編集協力・製作　　ワタナベサービス株式会社

広告協賛企業 (順不同）

㈱アラスカ	 （後‒ 8）

（東青支部）
　豊産管理㈱	 （前‒ 3）
　㈱大坂組	 （前‒ 3）
　大矢建設工業㈱	 （前‒ 2）
　㈱西田組	 （後‒ 2）
　㈲東奥化学	 （後‒ 4）
　㈱青森資源	 （後‒ 5）

（中弘南黒支部）
　㈱丸勝小野商事	 （前‒ 1）
　㈱丸源産業	 （後‒ 4）
　㈱兼建興業	 （後‒ 3）
　㈲東北クリーン	 （後‒ 4）
　北砲興発㈱	 （後‒ 1）
　㈱青南商事	 （後‒ 7）

（西北五支部）
　㈱伊藤鉱業	 （前‒ 1）

（三八支部）
　㈱庄司興業所	 （前‒ 2）
　㈲マモル商運	 （前‒ 4）
　第一清掃㈱	 （後‒ 1）
　環境技術㈱	 （後‒ 3）
　㈱ウィズウェイストジャパン	 （後‒ 2）
　㈲柏崎清掃社	 （後‒ 6）
　㈲小沢土木	 （後‒ 7）

（上十三支部）
　㈱みどり	 （前‒ 4）

（下北支部）
　㈱青森クリーン	 （後‒ 5）
　菊池トラック㈱	 （後‒ 4）

（賛助会員）
　環境保全㈱	 （後‒ 3）
　㈱新菱	 （後‒ 6）
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一般社団法人　青森県産業資源循環協会
〒030－0802　青森市本町五丁目５－21　青森県農業共済会館２Ｆ

ＴＥＬ　017－721－3911　ＦＡＸ　017－721－3838
ホームページ　http://www.aosanpaikyou.or.jp　E-mail　info@aosanpaikyou.or.jp
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